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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原子力発電所の廃炉作業で発生する主要な廃棄物の一つとし

て、各種の吸着材廃棄物が挙げられ、その安全で合理的な処理•処分には、

最適な安定固化処理方法の確立が必要である。このため、廃棄物の安定固

化処理方法に関する基礎研究を進めている英国側実施機関（シェフィール

ド大学、インペリアルカレッジロンドン）との共同研究により、各種吸着

材廃棄物の安定固化処理方法について、固化体の製造容易性と貯蔵•処分

時の性能（減容率、核種固定化率、熱的特性、化学的耐久性、等）を含め

た総合性能の観点から体系的に検討評価し、安全で合理的な処理•処分の

ための最適な処理方法及び処理条件を提案することを目的とする。 

１）吸着材廃棄物溶融ガラス固化体の各種性能評価と総合評価 

２）吸着材廃棄物の溶融ガラス固化条件と固化体基礎物性評価 

２．総合評価 Ａ ・汚染水処理により発生する吸着材廃棄物の安定固化、処理方法の開発に

ついて、オーソドックスなアプローチながら基礎基盤研究を着実に実施

しており、廃棄物の処理処分技術のオプションの一つとなることに期待

が持てる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


